
令和4年　労 働 災 害 発 生 状 況 （令和4年9月末現在） (休業4日以上の死傷者数）

業種別 常総労働基準監督署
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※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数です。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。
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11月は過労死等防止啓発月間です。詳細は下記URLをご覧ください。この期間、監督

署では長時間労働の疑いがあると考えられる事業場に対し、重点的な監督指導を行っ

ています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_28319.html

↑ 厚生労働省のプレスリリース


